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　9月定例議会において、平成11年度一般会計と特別会計の決算が認定さ

れました。

　経済の低迷により、地方財政全般に厳しい状況のなか、財源の確保と既

存事業の見直しにつとめ諸施策を実施いたしました。贈
“
決
算
収
支
の
状
況

　
歳
入
歳
出
と
も
に
減
少

　
平
成
十
一
年
度
の
｝
般
会
計
決
算
額

は
、
歳
入
が
四
七
億
八
、
一
九
九
万
三
、

三
四
九
円
、
歳
出
が
四
四
億
三
、
五
七

一
一
万
三
、
一
三
八
円
で
、
実
質
収
支
は

一
一
億
七
、
六
二
七
万
二
一
一
円
、
前
年

度
比
｝
九
・
二
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
前
年
に
比
べ
八
億
四
、
O

二
七
万
一
、
三
〇
五
円
（
一
四
・
九
％
）

減
、
歳
出
も
、
九
億
八
七
七
万
八
、
五

九
二
円
（
一
七
・
O
％
）
減
と
、
い
ず

れ
も
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。

50403020100

度歳

度歳入

度蔵

度歳出

　　　平成
●●＝二

町民税12．6％
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一世帯あたりが

負担した町税
　　　3，852世帯で算出

151，181，594円　　　、「

　　　　　　　　漆
繰越金5．8％
277，762，924円’・　繰入金122％
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地　方　譲　与　税

利子割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金

目動車取得税交付金
交通安全対策特別交付金

特別地方消費税交付金

地方特例交付金

その他8．3％
398，769，553円

町たぱこ税

21，510円

㊥

町税総額
468，453円

辮
灘雛
灘
灘
鐘
、讐
籔
騰
欝
護一餓

軽自動車税
　4，368円

　　・’＝

『㌧　　　　　　　　　　　　げ・　し

町民税
156，627円
　　ヘ
ニ　ソ・
　　　　σ‘
　
1 ニニ．

r摩‘

鑛

その他の税金
　1，977円

轟
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固定資産税

283，971円
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歳
入
の
状
況

、
歳
入
決
算
額
は
・
四
七
億
八
・
一
九
②

九
万
三
、
一
二
四
九
円
で
、
前
年
度
に
比

ベ
一
四
・
九
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
（
町
税
）

　
歳
入
で
も
っ
と
も
大
き
な
割
合
を
占

め
る
町
税
は
、
一
八
億
四
四
八
万
二
、

五
八
四
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
一
、

六
五
七
万
一
一
、
七
六
五
円
、
○
・
九
％

増
と
な
り
ま
し
た
。
企
業
の
設
備
投
資

に
よ
る
償
却
資
産
の
増
な
ど
に
よ
り
固

定
資
産
税
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
（
地
方
交
付
税
）

　
地
方
交
付
税
は
、
十
一
億
四
九
九
万

一
二
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
一
、
五

一
二
九
万
六
千
円
、
一
・
四
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。
交
付
税
の
算
出
基
礎
と

な
る
標
準
的
な
経
費
（
基
準
財
政
需
要

額
）
の
増
加
額
が
、
標
準
的
な
町
の
収

入
（
基
準
財
政
収
入
額
）
の
増
加
額
を

上
回
っ
た
た
め
、
交
付
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が
増
加
し
た

も
の
で
す
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繰
入
金
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繰
入
金
は
前
年
度
に
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べ
五
億
七
、
○

八
六
万
三
、
八
六
六
円
、
四
九
・
五
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と
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
庁
舎
建
設

に
伴
う
、
公
共
施
設
整
備
基
金
の
繰
入

額
が
減
少
し
た
た
め
で
す
。

　
（
町
債
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依
存
財
源
の
そ
の
他
の
う
ち
町
債
に

つ
い
て
は
三
、
九
四
〇
万
円
で
前
年
度
に

比
べ
九
〇
・
八
％
と
大
幅
に
減
少
し
ま

し
た
。
庁
舎
建
設
事
業
債
、
減
税
補
て

ん
債
の
借
入
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。
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公債費7．6％
336，540，319円

移

岬
ル

蒙
計
薄

　　　繰出金3．9％
　　　172，875，841円

積立金g．7％
431，160，000円

維持補修費0．9％
38，447，632円

歳出決算額
44億3，572万

　　3，138円
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訳
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歳
出
の
状
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歳
出
の
決
算
額
は
、
四
四
億
三
、
五

七
二
万
三
、
二
一
一
八
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
、
一
七
・
O
％
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
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目
的
別
歳
出
の
状
況
（
グ
ラ
フ
3
）

　
最
も
多
い
の
は
総
務
費
（
二
四
・
三

％
）
で
す
が
、
前
年
度
に
比
べ
る
と
、

五
一
二
一
一
％
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
役
場
庁
舎
建
設
費
の
減
少

に
よ
る
も
の
で
す
。
続
い
て
民
生
費
（
一

八
・
三
％
）
教
育
費
（
一
一
・
二
％
）
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
歳
出
の
状
況
（
グ
ラ
フ
2
）

　
役
場
庁
舎
建
設
費
・
北
小
学
校
校
舎

耐
震
補
強
工
事
等
の
減
少
に
よ
り
普
通

建
設
事
業
費
は
五
五
・
六
％
と
大
き
く

減
少
し
ま
し
た
。

　
公
債
費
は
、
総
合
文
化
会
館
建
設
費

借
入
金
の
元
金
償
還
が
は
じ
ま
っ
た
た

め
五
四
・
五
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
積
立
金
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
整

備
基
金
、
少
子
化
対
策
基
金
、
介
護
保

険
円
滑
導
入
基
金
へ
の
積
立
が
増
え
た

た
め
、
一
五
五
・
四
％
と
大
幅
に
増
加

し
ま
し
た
。

　
繰
出
金
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
土
地

開
発
基
金
繰
出
金
が
減
少
し
た
た
め
で

す
。
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○生活にゆとりと
　うるおいのある快適環境都市

日常生活に欠くことのできないゴミ処理対策やし

尿処理、ダイオキシン類の調査、消防や防災施設の

整備、公園整備、交通安全対策事業、ホタル保護看

板設置工事を実施しました。

○町民の暮らしを支える生活利便都市

町民の生活環境や生活基盤の整備のため、農業集

落排水事業の推進、道路や歩道の整備・維持管理、

土地区画整理事業、熊谷南部地域開発の促進等諸事

業を実施しました。

●

○ふるさとの文化を
　　　大切にする生涯学習都市i
「ピピア」を拠点とした文化、生涯学習活動、国際、

化に対応するため、人材育成事業、中学生海外派遣

事業の実施、幼稚園、小・中学校教育環境整備、町．

編さん、文化財保護事業を実施したほか、各種ス　、

ポーツ大会を開催しました。

○安心していきいきと暮らす健康都市

町民の健康保持増進のため、健康づくり事業の充

実、各種健康診査、老人保護措置委託事業、身体障

害者更生援護委託事業、介護保険準備事業、老人デ

ィサービスセンターの設置等福祉の充実に努め、児

童対策として保育所延長保育、子育て支援事業、母

子対策等、各種事業を実施しました。

○皿民の夢を大切にし実現する未来都市

庁舎建設事業、行政情報システム整備、インター

ネット用機器購入等の情報化推進事業、広報や議会

だよりの発行、文化祭や各種相談事業の開催、区運

営費の補助、婦人部の育成、各種統計調査を実施し

ました。

○活力にあふれ躍動する自立経済都市

農業生産基盤の安定を図るためブロックローテー

ションの推進や転作団地の定着と促進、有機100倍

運動推進事業、商工会の支援、観光の振興、農村自

然環境整備事業・緊急地域雇用対策事業を実施いた

しました。

● 民生費
65，075円

総務費
86，233円

議会費
7、933円 皿民一人に使われた

　　お金
　355，199円
（平成12年3月末日12，488人で計算）

釦

り
金
当
税
人
の
「民町

144，497円

その他
61，571円

教育費
39，691円

消防費
17，499円

土木費
28，801円

商工費
702円

農林水産業費

21，248円

衛生費
26，446円
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　農業用水の水質保全と農村生活環境の改善整備を図る

ため積極的に取り組み、歳入総額2億5，368万5，386円、

歳出総額2億5，100万9，644円となり差し引き267万5，742

円を繰越し決算されました。

　　　　　　　　　　　　　諸収入10，365，374円

　県支出金
131，370，000円

一般会計繰入金

74，255，000円

　町債
30，000，000円

繰越金7，695，012円

●給水戸数

●給水人ロ

●普及率

●一日最大配水量

●一日平均配水量

●年閤有収水量

収益的収入及び支出

　水道事業収益

　　営業収益

　　営業外収益

　水道事業費用

　　営業費用

　　営業外費用

資本的収入及び支出

　資本的収入

　　一般会計負担金

　資本的支出

　　建設改良費

　　企業債還金

　　4，020戸

　12，482人

　　99．5％

　　7，424m3

　　6，012m3

2，111，494m3

農業集落排水事業費
　181，195，379円

　公債費
69，814，265円

主な事業

○御正坂上地区

　処理施設工事

○上新田

　処理施設全体実施設計

（上部、下部工）

　　　　一式

391，302，730円

38灘権P●
332，947，076円

247，605，425円

85，341，651円

　1，200，000円

　1，200，000円

238，612，396円

183，507，077円

55，105，319円

　老人医療費は高齢化がすすむなか増加傾向にあり、　呉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の歳入総額7億7，359万8，464円、支出総額7億4，266万　域
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貿
1，233円となり差し弓1き3，093万7，231円を繰越しま　賃

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼠
　歳出総額のうち、町が医療機関に支払った医療費は、買
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窪
7億2，433万6，687円で全体の97、6％を占めていま　　貿

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　域
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貧
　また、平成11年度末の受給者数は1，320人、1人当　貿

たりの医療費は54万8，740円となりました。　　　　　藪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貿

　近年の医療費の増高と経済成長の低迷により国保財

轟欝齢灘灘羅鼎轍◎●
円で、差引6，528万3，534円を繰越し、決算されました。

　歳出総額のうち、保険給付費が67．8％を占めており、

住民1人当りの医療費支出額は11万1，143円となって

います。

　また、保険税納税額については1世帯あたり15万

4，144円、住民1人当り7万2，413円となっています。

　　　　　　　鑛

　　　　　　　コ

町負担金・その他

支払基金交付金
483，033，041円

歳入

その他18，324，546円l／ll

　医療諸費「
「724，336，687円

歳出

　その他
186，908，188円

国民健康保険税
246，835，090円

歳入 歳出

灘

⑤



《おもな日程》

告　示　日 ”月7日（炎）

投票　日
　　11月121ヨ（日）

午前7時から午後8時

ll月129（目）（即臼）

開　票　目 午後9時から
（於：江南跨役場犬会議室）

11月7日（火）～鱗日（土）

不在者投票
午前8時30分ん
午後8時00分

（於1江南町役場椙談室）

11月7日（炎）～8日（水）

選挙人名簿 午前8聴30分～

の縦覧 午後5時00分
（於：江南町役場総務課）

投票日＝11月12日日

了による江南町長選挙が、11月7日告示、11月

・開票の日程で行われます。

挙は、私たちにとって一番身近な選挙です。

一票を無駄にすることのないよう、皆さんそろっ

わせは、江南町選挙管理委員会

2）まで。
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ま
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選
な
し
に
3
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●

投
票
で
き
る
か
た

　
日
本
国
民
で
、
年
齢
満
二
十
歳
以
上

で
、
江
南
町
に
引
き
続
き
三
ケ
月
以
上

住
所
が
あ
り
、
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
か
た
。

選
挙
時
登
録
基
準
日
…
…
十
一
月
六
日

選
挙
時
登
録
…
…
…
…
…
十
一
月
七
日

　
し
た
が
っ
て
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る

選
挙
権
の
条
件
は
、

　
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
十
三
日
以
前

に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
平
成
十
二
年
八

月
六
日
以
前
か
ら
江
南
町
に
住
ん
で
い

て
、
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
引
き
続
き

記
録
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
か
た
。

▼
転
出
す
る
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
町
の
選
挙
で
は
、
投
票
日
の
前
に
江

南
町
か
ら
他
の
市
町
村
へ
転
出
し
て
し

ま
う
と
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
入
場
券

　
投
票
入
場
券
を
よ
く
ご
覧
い
た
だ
き

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
へ

入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
投

票
日
に
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
。
ま
た
、
入
場
券
が
届

か
な
か
っ
た
場
合
は
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

《各投票所案内図》

第二投票所

至川本
L
●●●●

　
　 至熊谷

第一投票所

御正駐在所
県道熊谷寄居線

江南北小学校
体育館 コ 農業総合

センター

J　A熊谷
御正　店江南荘 至川本

江ゼ
南ク
エセ
場ル

県道熊谷寄居線　●●　　至熊谷

●●断

第五投票所
　　　　　　　　　　　　江南町民

器体育館

第四投票所

「

大沼公園

　江南町役場

至小川

江南南小学校体育館

J　A熊谷
小原支店　　　　　　　　　●●県道熊谷・小川線　　●●　至熊谷

コンビニ 信号

小原駐在所

至熊谷

　隊

：：

「隔
至小川

第三投票所

轡轡宝光寺

　
【
　
イテニ

一

町
ユ
タ

南
ミ
ン

江
コ
セ

コンビニ

第六投票所

県道熊谷・小川線

至熊谷

NTT無人局
至小川

　コンビニ

畜産センター

●

⑥



　
こ
ん
な
と
ぎ
は

　
　
　
　
　
　
不
在
者
投
票

　
投
票
は
、
投
票
日
に
有
権
者
が
投
票

所
に
行
っ
て
自
分
で
候
補
者
の
氏
名
を

書
い
て
、
投
票
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　
し
か
し
、
自
営
業
の
人
や
、
冠
婚
葬

祭
の
予
定
が
あ
る
人
、
レ
ジ
ヤ
ー
な
ど

で
投
票
日
に
い
な
い
人
、
病
気
や
妊
娠

な
ど
の
理
由
で
歩
行
が
困
難
な
人
な
ど
、

一
定
の
理
由
が
あ
れ
ば
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

期
間
十
［
月
七
日
ψ
U
か
ら
十
一
月

　
　
　
　
十
一
日
出
（
投
票
日
の
前
日
）

　
　
　
　
ま
で

時
間
午
前
八
時
一
二
〇
分
か
ら
午
後

　
　
　
　
八
時
ま
で

場
所
江
南
町
役
場
相
談
室

郵
便
に
よ
る

　
　
　
　
不
在
者
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
は
、

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
（
在
宅
投
票
）

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
在
宅
投
票
が
で
き
る
人
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
人
、

ま
た
は
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ
れ

て
い
る
人
で
、
表
の
よ
う
に
、
そ
の
障

害
の
程
度
が
一
定
の
基
準
に
当
て
は
ま

る
人
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
こ
と
を
県
知

事
が
証
明
し
た
人
で
す
。

　
な
お
、
郵
便
で
投
票
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

を
受
け
て
嚢
お
酷
P
簗

て
投
票
用
紙
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
郵
便
に
よ
る
た
め
時

閤
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
選
挙

管
理
委
員
会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

投
　
票
所

《郵便投票がでぎる障害の程度》

両下肢または、

体幹などの機能障害

心臓・じん臓、または

呼吸器などの機能

身体障害者福祉法

による身体障害者
1級もしくは2級 1級もしくは3級

戦傷病者特別援護法

による身体障害者

特別項症から、

第2項症まで

特別項症から、

第3項症まで

《投票所》
投票区 投票所施設名

第　1 農　業総合　セ　ン　タ　ー

第　2 江南北小学校体育館
第　3 板井農業研修センター

第　4 江南南小学校体育館
第　5 町　　民　　体　　育　　館

第　6 江南町コミュニティセンター

　
投
票
所
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
六
カ

所
設
置
し
ま
す
。
各
投
票
区
投
票
所
は

右
下
案
内
図
の
と
お
り
で
す
。

態
モ
旨
ξ
モ
も
ξ
§
ξ
ξ
、
ξ
モ
モ
ゆ

4

投
票
上
の
注
意

　
候
補
者
の
「
氏
名
」
は
、
、
漢
字
”
で

も
。
ひ
ら
が
な
”
で
も
結
構
で
す
。

　
し
か
し
、
投
票
用
紙
に
余
分
な
こ
と

を
書
い
た
り
、
投
票
用
紙
を
破
い
た
り

す
る
と
、
あ
な
た
の
貴
重
な
一
票
が
無

効
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

》rボ冨、面ザザ〆〆ザ〆ぜボ♂冨
湿
の
ご
協
力
を
得
て
、

㎜
灌
簿
蔑
離
㎜

暉
を
お
願
し
し
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
凶

ぎ
時
＋
月
＋
百
攣
前
＋
時
蕩

♂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀕

｛皿

場
所
江
南
町
役
場
大
会
議
室
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶

岬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

欝
当
日
立
候
補
に
必
霧
書
類
を
お
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沖

｛　

渡
し
い
た
し
ま
す
・
　
　
弾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶

4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶

♂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塑

ぐ
象
象
乳
象
象
象
象
駁
駁
氏
象
茅
、
」
、
誓
象
～
判
象
氏
～
～
象
「
魯
駅
象
判
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沖

立
候
補
予
定
者
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
説
明
会
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
関
係
機
関
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
説
明
会
を
開
催
い
雌

選
挙
の
知
識

選
挙
の
三
原
則

　
わ
が
国
の
選
挙
制
度
は
、
次
の
三
つ

の
原
則
か
ら
成
り
た
っ
て
い
ま
す
。

ω
選
挙
平
等
の
原
則

　
憲
法
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

す
べ
て
の
国
民
が
平
等
に
選
挙
権
を
与

え
ら
れ
ま
す
。
あ
る
一
定
の
年
齢
に
達

し
た
時
に
選
挙
権
や
被
選
挙
権
が
与
え

ら
れ
ま
す
。

ω
投
票
自
由
の
原
則

　
選
挙
に
と
っ
て
、
一
番
大
切
な
こ
と

は
、
す
べ
て
の
選
挙
人
が
、
自
分
の
判

断
で
、
”
最
も
信
頼
の
お
け
る
“
と
思
う

人
に
自
由
に
投
票
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
憲
法
や
公
職
選
挙
法
で
も
こ
の
投
票

自
由
の
原
則
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

⑥
選
挙
公
正
の
原
則

　
平
等
な
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
て
、
自

由
な
投
票
が
保
障
さ
れ
て
も
、
選
挙
手

続
き
の
進
行
に
あ
た
っ
て
不
公
正
な
こ

と
が
行
わ
れ
る
の
で
は
、
選
挙
の
意
義

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
た

め
公
職
選
挙
法
で
は
、
そ
の
方
法
を
定

め
、
期
問
や
費
用
の
制
限
、
あ
る
い
は

特
定
の
人
の
選
挙
運
動
の
禁
止
な
ど
、

選
挙
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
に
多
く

の
規
定
を
設
け
て
い
ま
す
。

選
挙
運
動

　
選
挙
運
動
は
本
来
、
自
由
無
制
限
に

行
わ
れ
る
の
が
理
想
で
す
が
、
こ
れ
を

無
制
限
に
す
る
と
、
か
え
っ
て
特
定
の

候
補
者
が
有
利
に
な
っ
て
選
挙
の
公
正

を
害
し
、
純
粋
な
国
民
の
意
思
の
反
映

が
実
現
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
選
挙
運
動
の
期
問
、
費
用
、

自
動
車
、
拡
声
器
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の

制
限
を
し
て
、
平
等
な
立
場
で
各
候
補

者
を
選
べ
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。

※
選
挙
運
動
期
閤
”
立
候
補
の
届
け
出

　
が
あ
っ
た
日
か
ら
選
挙
期
日
の
前
日

寄
附
の
禁
止

　
政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
と
な
ろ
う

す
る
者
及
び
現
に
公
職
に
あ
る
者
）
が
、

自
分
の
選
挙
区
内
の
人
に
寄
附
す
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
権
者
も
、
政
治
家
や
候
補

者
に
こ
の
よ
う
な
寄
附
を
求
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

ω
お
中
元
や
お
歳
暮
を
贈
る
こ
と

ω
お
祭
り
の
と
き
に
お
金
を
寄
附
し
た

　
り
、
お
酒
を
届
け
る
こ
と

⑥
町
内
会
や
老
人
会
な
ど
の
集
ま
り
に
、

　
お
金
や
お
酒
を
届
け
る
こ
と

㈲
結
婚
式
の
と
き
に
、
祝
儀
や
品
物
を

　
贈
る
こ
と

⑥
お
葬
式
の
際
、
香
典
や
花
環
・
供
物

　
な
ど
を
贈
る
こ
と

※
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結
婚

式
の
祝
儀
と
お
葬
式
の
香
典
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
が
、
選
挙
に
関
し
た
場
合
や
、

通
常
一
般
の
社
交
の
程
度
を
超
え
て
い

る
場
合
は
処
罰
さ
れ
ま
す
。



劃（，）

　第16回町民ゴルフ大会が江南バードレイクC　C

で行われました。天候に恵まれた当日は、124名

が参加して技を競い合いました。

　また、競技終了後パーティーが行われ、チャリ

ティーホールで集められた15，200円が江南町社会

福祉協議会へ寄付されました。

　成績上位者は次のとおりです。（敬称略）

　
　
　
　

　
本
井
央

　
一
二
板
中

　
（
（
（

　
子
子
ン

　
昌
イ
シ

　
　
ス

　
尾
水
田

　
牛
清
曽

部の
勝
勝
位

子
　
優
3

女
優
準
第

男子の部

優　勝　野部　享司（中央）

準優勝　寺山　由治（板井）

第3位　細井　康之（板井）

　
史
一
子
満

　
佳
修
昌

賞
沢
城
尾
田

ン
梅
宮
牛
岡

コ
ラ
番
番
番
番

ド
ー
9
3
5

　
昭
正
雄
枝

　
義
　
悦
政

賞
藤
屋
見
岡

ン
佐
大
浅
富

ピ
ア
番
番
番
番

二
3
6
1
2
17

女子清水スイ子87滋　76

ベスグロ

男子大野
●●

がげ

繍

團一製因

16日の2El問、江南荘で敬老会が行われ

お住まいの70歳以上の皆さんの長寿を祝

からも元気に長生きしてもらおうと催さ

者1，276名のうち642名が元気に出席され

15日には寝たきり老人介護者表彰が行わ

かたが表彰されました。
●●

撫嚇o◎o⑪⑬㊥⑳⑪㊥o●oo■Φ㊥⑳⑱⑪⑬⑱纈嚇⑳㊤㊥⑲⑳⑬嚇⑲◎⑲㊥⑬●㊦⑭⑪㊥⑬⑪㊧●

御
正
墜
鱗
鑛
縣
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

　
　
　
　
鈴
木
き
麟
叢
懸

九
月
十
四
日
付
け
で
警
察
の
人
事
異

動
が
あ
り
、
御
正
駐
在
所
に
鈴
木
雄
一

巡
査
が
着
任
に
な
り
ま
し
た
。

氏
名
鈴
木
雄
一
（
二
十
七
歳
）

出
身
地
　
宮
城
県
仙
台
市

趣
味
ス
キ
ー

鈴
木
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。

「
こ
の
度
の
異
動
に
よ
り
熊
谷
駅
北
ロ

交
番
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
鈴

木
で
す
。

駐
在
所
勤
務
は
初
め
て
の
経
験
で
す

の
で
、
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
お
も
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」

駐
在
所
の
電
話
番
号
は
、
五
三
六
ー

四
八
九
一
で
す
。

な
お
、
前
任
の
内
藤
淳
一
さ
ん
は
、

熊
谷
警
察
署
警
備
課
勤
務
と
な
り
ま
し

た
。

⑧



劃（幻

　押切河原に生息している虫の声

の鑑賞会が行われました。

　秋の夜長に虫の音を楽しもうと

49名が参加しました。埼玉昆虫談

話会の牧林勇会長ら4人の指導者
に指導を受け、マツムシ、カンタ

ン、スズムシ、エゾエンマコオロ

ギなどの鳴き声を楽しみました。
卿

…劃（日）・…1銅（日）．．

　彩の国ふれあいの里整備事業に

よって整備された「下押切公園」

と「三本遊水路」が、それぞれの

地域の皆さんの手により草刈り清

掃作業が行われました。

　清掃作業には子どもからお年よ

りまで大勢参加し、コミュニティ

の形成にも役立っています。

　箏り蹴
∫一鵜

軍

●

　
　
「
火
を
つ
け
た
あ
な
た
の
責
任
最
後
ま
で
」

　
　
朝
夕
め
っ
き
り
寒
く
な
り
、
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
火
災
の
多
発
期

一　
に
む
か
い
ま
す
。

　
　
十
一
月
九
日
㈲
か
ら
十
一
月
十
五
日
㈱
ま
で
、
秋
季
火
災
予
防
運

一
動
が
△
重
斉
に
行
わ
れ
ま
蒐

一
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管
内
で
昨
年
発
生
し
奏
災
件
数
は
九
＋
二

一
件
で
し
た
．

一
ム
フ
年
八
月
ま
で
の
火
災
件
数
は
八
＋
件
で
、
昨
年
同
期
に
比
べ
＋

　
一
一
件
増
加
し
、
非
常
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

一
ま
た
出
火
原
因
は
葵
歳
火
の
疑
い
・
コ
ン
。
の
順
と
な
っ

－
て
い
ま
す
．

－
こ
れ
ら
の
出
火
原
因
は
、
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
姦

一
置
し
裕
奮
、
日
頃
の
点
検
や
注
意
が
必
要
篭

　
●
火
災
予
防
運
動
の
重
点
目
標

一
『
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

一
二
地
域
に
お
け
る
防
火
安
全
体
制
の
充
実

一
一
二
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

一
．
諌
の
蓼
驚
響
副
の
を
置
か
蕉

七六五四三二

一
問
い
合
わ
せ

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。

電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。

子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

　
　
　
熊
谷
地
区
消
防
本
部
予
防
課
　
五
二
一
一
－
九
九
九
｝

⑨



　
　
　
　
　
　
　
　
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
こ
の
春
、
あ
る
県
に
お
い
て
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
を
受
け
た
後
、
脳
炎
で
亡
く
な
っ
た
り
、
麻
痺
や
髄

膜
炎
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
被
害
者
は
同
じ
製
品
番
号
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
接
種
を
受
け
て
い
た
た
め
、
厚
生
省
で
は

念
の
た
め
予
防
接
種
を
見
合
せ
、
地
元
の
県
や
医
師
会
の
参
加
を
え
た
調
査
団
を
編
成
し
て
ワ
ク
チ
ン
に
異

常
が
な
い
か
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
亡
く
な
っ
た
か
た
の
原
因
は
ワ
ク
チ
ン
と
の
関
連
は
な
く
、
も
う

一
人
の
か
た
も
関
連
性
が
う
す
く
、
ワ
ク
チ
ン
の
品
質
に
は
異
常
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
町
で
も
十
一
月
の
ポ
リ
オ
は
予

定
ど
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
ポ
リ
オ
は
人
か
ら
人
へ
感
染
し
ま
す

　
ポ
リ
オ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
た
人
の

便
の
中
か
ら
排
出
さ
れ
た
ウ
ィ
ル
ス
が
、

ロ
か
ら
入
っ
て
感
染
し
ま
す
。
そ
し
て

ウ
ィ
ル
ス
は
感
染
し
た
人
の
腸
の
中
で

増
え
て
い
き
ま
す
。

○
感
染
す
る
と
手
や
足
に
麻
痺
が
あ
ら

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ポ
リ
オ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
、

多
く
の
場
合
、
病
気
と
し
て
の
明
ら
か

な
症
状
は
あ
ら
わ
れ
ず
に
、
知
ら
な
い

問
に
免
疫
だ
け
が
で
き
ま
す
。
し
か
し

ウ
ィ
ル
ス
が
感
染
し
た
人
の
脊
髄
の
一

部
に
入
り
込
み
、
お
も
に
手
や
足
に
麻

痺
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
投
与
後
、
便
の
中

に
排
出
さ
れ
ま
す

　
五
八
○
万
回
の
接
種
に
一
回
程
度
と

い
う
頻
度
で
す
が
、
予
防
接
種
を
受
け

た
人
と
接
触
し
た
人
に
、
ポ
リ
オ
と
同

じ
よ
う
に
麻
痺
な
ど
の
症
状
が
あ
ら
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
腸
の

中
で
毒
性
が
強
く
な
っ
た
ウ
ィ
ル
ス
が

便
の
中
に
出
て
感
染
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
が
あ
ら
わ

れ
る
可
能
性
が
た
か
い
の
は
、
予
防
接

種
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん
や
、

ご
両
親
な
ど
同
居
し
て
い
る
人
で
す
。

予
防
接
種
を
う
け
て
か
ら
約
一
ヶ
月
程

度
、
ウ
ィ
ル
ス
が
便
の
中
に
出
て
い
ま

す
。　
こ
の
期
閤
は
、
お
む
つ
交
換
の
際
に

は
十
分
に
手
を
洗
う
な
ど
、
ウ
ィ
ル
ス

が
ほ
か
の
人
の
ロ
に
入
ら
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
、
日
本
で
は
ポ
リ
オ
の
新
た

な
感
染
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
海

外
で
は
依
然
と
し
て
流
行
し
て
い
る

地
域
も
あ
り
、
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
も
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
は
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
昭
和
五
十
年
か
ら
五
十
二

年
生
ま
れ
の
人
た
ち
は
、
ポ
リ
オ
の

予
防
接
種
を
受
け
た
人
で
も
、
十
分

な
免
疫
が
つ
い
て
い
な
い
人
の
割
合

が
高
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
該
当
と
な
る
か
た
に
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
役
場
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●

　
外
出
時
、
大
切
な
も
の
を
ど
こ
か
に

置
き
忘
れ
た
り
落
と
し
た
り
…
。
だ
れ

で
も
一
度
は
経
験
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　
よ
く
あ
る
財
布
や
手
帳
の
置
き
忘
れ

を
防
ぐ
第
一
の
極
意
は
、
「
慌
て
て
行
動

し
な
い
」
で
す
。
電
車
や
バ
ス
か
ら
急

い
で
降
り
た
と
き
に
、
う
っ
か
り
落
と

し
た
り
置
き
忘
れ
た
り
す
る

例
が
多
い
の
で
、
常
に
時
問

の
余
裕
を
も
っ
て
動
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
次
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

は
「
大
切
な
物
は
体
か
ら
離

さ
な
い
」
こ
と
。
疲
れ
て
電

車
で
居
眠
り
し
て
し
ま
い
そ

う
な
時
は
、
荷
物
を
網
棚
に

置
い
た
り
せ
ず
、
膝
の
上
に

載
せ
た
り
抱
き
か
か
え
た
り

し
ま
す
。
ま
た
、
カ
バ
ン
か

ら
出
し
た
物
は
手
か
ら
離
さ

ず
、
用
が
済
ん
だ
ら
す
ぐ
に

し
ま
う
こ
と
を
心
が
け
ま
す
。

も
で
つ
な
ぐ
の
も
い
い
ア
イ
デ
ア
で
す
。

　
ど
ん
な
に
気
を
つ
け
て
い
て
も
、
落

と
し
物
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
備
え
て
対
策
を
考
え
て
お
く
こ
と

も
必
要
で
す
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
、
す
ぐ
使
用

停
止
の
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
、
力
1

　
物
を
落
と
し
に
く
い
ス
タ
イ
ル
を
あ

ら
か
じ
め
作
っ
て
お
く
の
も
ポ
イ
ン
ト
。

カ
バ
ン
は
手
で
持
つ
よ
り
も
、
肩
に
か

け
た
り
、
た
す
き
掛
け
に
し
た
り
す
る

ほ
う
が
ベ
タ
ー
。
さ
ら
に
、
た
く
さ
ん

ポ
ケ
ッ
ト
が
つ
い
て
い
る
機
能
的
な
カ

バ
ン
を
選
び
、
ど
こ
に
何
を
入
れ
る
か

決
め
て
お
け
ば
、
出
し
入
れ
も
ス
ム
ー

ズ
。
う
っ
か
り
落
と
す
確
率
も
格
段
に

低
く
◎
ま
鳶
財
布
と
カ
バ
ン
を
ひ

　
　
●

いつ＝杉慌て’ず、伽から離さず

ド
会
社
の
連
絡
先
と
力
ー
ド

の
ナ
ン
バ
ー
を
控
え
て
お
く
。

自
宅
の
か
ぎ
は
ス
ペ
ア
を
作

り
、
信
用
の
お
け
る
友
人
に

預
け
た
り
勤
め
先
に
保
管
し

て
お
い
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
は
、
携
帯
電
話
の
メ

モ
リ
機
能
に
頼
り
、
ア
ド
レ

ス
帳
を
持
た
な
い
人
も
増
え

て
い
ま
す
が
、
電
話
を
紛
失

し
た
ら
、
ど
こ
に
も
連
絡
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
ア
ド
レ

ス
帳
を
作
り
、
コ
ピ
ー
も
取

っ
て
お
け
ば
万
全
で
す
。

妻’％
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し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿が

父
の
名
も
あ
る
忠
魂
碑
蝉
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
井
登
代
子

教
え
子
に
押
さ
れ
て
輪
に
入
る
盆
踊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
山
　
三
郎

喪
の
家
の
ど
こ
に
座
し
て
も
蝉
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

空
蝉
の
三
つ
四
つ
鎚
る
赤
鳥
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
益
次
郎

石
仏
は
村
の
入
ロ
蝉
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
田
　
育
子

眠
る
子
に
母
の
た
ゆ
ま
ぬ
団
扇
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
加
津

全
山
に
湧
く
も
ろ
も
ろ
の
蝉
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

敗
戦
日
涙
を
ぬ
ぐ
う
父
想
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

原
始
よ
り
続
い
て
居
る
や
蝉
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

蝉
時
雨
声
の
は
ず
れ
も
一
つ
ゐ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
ロ
　
　
進

蝉
時
雨
三
十
五
度
の
真
昼
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

た
く
ま
し
き
鳴
き
声
残
し
油
蝉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

大
型
の
巣
を
編
む
蜘
蛛
の
逆
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
端
不
三
子

神
の
森
よ
り
は
じ
ま
り
て
蝉
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

神
の
鈴
振
れ
ば
鯛
降
る
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

甲武練

●．
こ
う
な
ん
俳
句
会

③

男子工⑪



日　　　時 場　　所

行政・心配ごと相談 10月24日㈹9：30～正午 勤労福祉センター

心配ごと・結婚相談 10月10日㈹9：30～正午 勤労福祉センター

成人健康相談 11月7日（火）9：30～11：30 役場福祉課

教　育　相　談 原則毎週水曜日・教育委員会へ申し込みください。

囹
目
回
回
囲
囮
囲
圓
匪

　
今
年
も
大
字
上
新
田
地
内
の
全
戸
が

参
加
し
た
コ
ス
モ
ス
祭
り
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
、
豚
汁
や
餅
つ
き
大
会
も

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
　
十
月
十
五
日
㈹

場
所
　
大
字
上
新
田
地
内
水
田

見
頃
　
十
月
中
旬
～
十
一
月
中
旬

危険物取扱者試験・準備講習会

　　＜危険物取扱者試験＞

　　平成12年度第4階危険物扱者試験

・噸　　次のとおり実施されます。
　　時　11月26日（日）

　　付　10月20日～10月30日
　　　（受験申請は郵送受付）
　　場所　東京国際大学（川越市）

　　種別　甲種・乙種・丙種
　　書類　受験申請用紙ぱ、熊谷地区消
　　防本部予防課、及び妻沼消防署にあ

　　ります。
　　＜準備講習会＞
　　平成12年危険物取扱者試験の準備
　　講習会を次のとおり開催されます。

　　●乙種第4類
　　日時　11月8日（お・9日（湘

　　受付　10月10日～10月27日
　　場所　熊谷市立勤労会館
　　固熊谷地区消防本部予防課

　　　盈522－9991

違反建築なくそう運動の実施

「ルール守って明るく住マイル」を

スローガンに、埼玉県下一斉に10月
11日（水）～10月20日（金）の期問を「違反

建築なくそう運動」として、建築に

関する法令等の説明会、および一斉

公開建築パトロールを実施いたしま
す。

①建築に関する法令等の説明会

日時　10月11日（お13：30～

場所　深谷市総合体育館

　　「ビックタートル」
②一斉公開建築パトロール
日時　10月12日（木）

固役場都市計画課

新・給水装置工事事業者
現在、町で指定している給水装置

工事事業者38社のほかに、新たに指

定しましたのでお知らせします。

指定番号40
会社名たから工業
代表者名　代表　木村　修二

住　　所　江南町大字御正新田490

電話番号　536－9338

定員30名
内容　　「家庭でできる介護」

国固江南町社会福祉協議会

　　国民年盒相談
今年も熊谷社会保険事務所職員に

よる出張年金相談を行います。年金

に関する質問・保険料の納入など何

でも結構です。

お気軽にお越しください。

日時　10月24日し⇔10：00～15：00

場所　江南町役場相談室

圃役場福祉課

県民手帳の販売が始まります

埼玉県統計協会では、毎年10月18

日を「統計の日」と定め、県民手帳

の販売を行っています。

今年も10月18日（水）から販売いたし

ます。埼玉県内の情報が盛り沢山で

すので、ぜひお求めください。

販売価格

小型（11cm×7，0cm）　400円
大型（14cm×8，5cm）　500円
パレ、ソト（薄型）（16cm×8．5cm）500円

販売場所　役場企画財政課

● 　　　窃』1ひ■∂一

消防特別点検のお知らせ

これから本格的な火災シーズンを

迎えるにあたり、熊谷消防署、中央

消防署、妻沼消防署、熊谷消防団、

江南消防団、大里消防団による消防

特別点検が実施されます。

くらしにい：かす家庭介護教室

寝たきりになったかたのほとんど

は、ある日突然に起こった事故や病

気が原因となっています。

この講座は寝たきり予防と、寝た

きりになったときの介護について学
習します。

日時　11月15日（水）10：00～15：00

場所　ピピア会議室

求人企業合同面接会開催日程

来春、大学、短大、専修学校を卒

業見込みのかたを対象に合同面接会

を開催します。

期日　10月10日㈹13二〇〇～16：30

場所　ソニックシティ　（大宮市）

固埼玉県雇用対策協議会
　盈0乙8－647－4185　FAXO48－647－6／50
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よる一斉放水訓練を行います。　　　i橋野橋田中村

　　　　　　　　　　　ド日時　11月18日（土）8：00～　　　　iヒ彌満　　と武
場所　熊谷市荒川運動公園運動広場　iロ助男清み雄
　（荒川大橋上流）　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　l（85）（73）（7⑧（74）（65〉（70）
　熊谷地区消防本部防災対策課　　1
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農林公園もよおし物案内（10月）

開催日 内　　容 時　閻

14日（±） （木）サンタ・トナ脚型叛き㊥ 9時30分

14日（土） （農）サツマイモの収穫① 13時30分

15日（巳） （農〉サツマイモの収穫① 13時30分

15日（日） 木工入門教劉講糊）0 10時OO分

18日（水） （料〉サツマイモ料理O 10時OO分

20日（金） （木別スマスツリーの型抜きe 10時00分

29日旧〉 木工工作室開放日0 10時00分

対象㊨＝小学生親子e＝一般
　　④＝小学生
受付　10月1日（日）8時30分から

国圃農林公園管理事務所
　　　盈583－230／
※臨時休園＝10月24日㈹・30日（月）

　　江南愛の家バザー

日時　11月3日（金〉11二〇〇～14二〇〇

場所　埼玉県ブルーバードホーム

　　江南愛の家
内容　野菜・日用品・食品等の販売

　　模擬店や遊びコーナーもあり
　　　ます。

固江南愛の家盈536－3333

2002FIFAワールドカップTM
県民向けチケット申込受付

対象　埼玉県内在住者

日時○ファーストラウンド　3試合

　　2002年6月2日（日）1乙：30～

　　　　　6月4目ψQ18：00～
　　　　　6月6日（木）18：00～

　　　※6／4＝日本代表初戦

　　　※対戦国は2001年12月の抽選

　　　にて決定
　○決勝卜一ナメント・準決勝
　　2002年6月26日（茄20二30～
場所　埼玉スタジアム2002（浦和市）

費用○ファーストラウンド

　　7，000円～17，000円

　○決勝卜一ナメント・準決勝
　　20，000円～56，000円
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税務課　151・152・153
経済課　251・252
都市計画課　　241・242

建設課　231・232
同和対策室　　221

国　10月2日（月）～31日㈹（消印有

　　　効）に、専用申込書に必要事

　　　項を記入のうえ、埼玉県ワー

　　　ルドカップサッカー大会課

　　　（〒336－OOO7浦和市仲町3－12

　　　－6JS－1ビル6F）に郵送。

　　　申込は1人1回。申込案内
　　書は県内市町村の担当窓ロで
　　配付。申込多数の場合は2001

　　年1月に、2002年FIFAワール
　　　ドカップ日本組織委員会（JA

　　WOC）が抽選。県は抽選に関
　　　して一切無関与。チケットの

　　　当選通知、代金の支払い等は

　　JAWOCから別途連絡。詳細
　　　は申込案内書参照。

圃く県民販売の申込方法＞
　　県ワールドカップサッカー大会課

　　盈048－814－／100

　　＜チケット全般＞

　　JAWOCチケ・ソトセンター

　　盈03－3287－1199

　　　　ゴルフ教室

　江南町ゴルフ協会主催による、ゴ

ルフ教室を下記のとおり開催します。
期日　11月5日（日）、6日（月）、12日旧）、

　　　19日（日）、26日（日）、27日（月）

時問　19：00～21：00

場所　江南ゴルフ練習場

講師　薄井秀也プロ

対象　初級・中級者基礎コース

　　　町内在住在勤者

定員　15人

費用　8，000円（練習ボール含む）

用意するもの　ゴルフクラブ・グロ

　　ーブ・ゴルフシューズまたは運

　　動靴（クラブは貸し出しもあり
　　ます。）

国圃10月10日㈹から10月16日（月）

　までに、参加費を添えて教育委員

　会へ申し込みください。なお、受

　付は先着順で定員になり次第締め

　切ります。

出納室
教育委員会

水道課
保健センター

社会福祉協議会

141

211●212●213●214
161・162
410・411
131・132

　消防フェアのこ案内

　楽しく遊んで、防災に役立つ体験

をとおし、安全で安心できる生活を

築きましょう。

　11月9日からの秋季火災予防週問

に先駆けて、熊谷地区消防組合では

犠講諾融謡6●
日時　1／月5日（日）1Q：OO～14：00

場所　熊谷地区消防本部庁舎

　　　熊谷市大字原島675－1

内容①桜の大使による一日消防署長

　　②はしご車隊・レスキュー隊の

　　　体験および消火・放水訓練

　　③救急救命±による救急指導

　　④あなたの住宅の防火診断

　　⑤防災・救急手当などの映写会

　　⑥各種展示コーナー

　　⑦その他バザーやとん汁、非常

　　食などのサービスなど楽しく
　　遊んで、防災に役立つ企画が
　　　たくさんあります。

固熊谷地区消防本部盈522－9999

江南幼稚園入園申込について

　平成13年度入園予定園児受け付け
の時期になりました。

　本園は「心豊かな元気な子」の育

成を保育目標に一人ひとりのよさを

伸ばしながら集団生活の基礎を身に

つける活動を重視しています。

　多くの友だちや地域の自然との関

わりの中で思いやりの心を持ち、た

くましく成長するよう努めてまいり

ますので、申込みくださるようご案

内いたします。

期日　10月16日（月）～10月21日（土）

　　　9：00～17：00（6日閤、な
　　　お土曜日の受付は正午まで。）

対象　町内に居住する幼児で、平成

　　　8年4月2日～平成9年4月
　　　1日までに生まれたお子さん

国圃江南幼稚園　厭536－3373

●
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江南気功太極拳
　私たち太極拳は、発足してから11

月で4年になります．会員も22名に

なり、年齢も幅広くなってきました

　やさしい気功で、心と体をリラッ

クスし、ストレス解消にもなる無理

のない運動です．

　町の文化祭や文連フェスティバル

に参加しています．関心のある方は

一度練習にお越しください．

練習日／毎週土曜日10＝00～11：30

場　所／勤労福祉センター

　　　　または町民体育館

連絡先／橋本　美子　費536－6578
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平成11年5月2日生
両親／美蕃糸激（、」、江川）

　あんよが上手になり、歯もたくさん生え
てきて、笑うと白い歯がこぼれます。

　これからも、その笑顔をたくさん見せて
くださいネ。
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　人ロと世帯数（9月1日現在）

平成12年2月14日生

両親儀輸（御正新田）

　後姿はパパ、笑顔はママに似た我が家の
プリンス「こうちゃん」

　ハイハイを始めて、元気いっばい得意顔。

　明るくすこやかに育ってネ！

　　　　　　　　　　　　　　⑭

「すこやかさん」のコーナーへ

の投稿を募集しています。

お気軽に、役場総務課広報係

までご連絡ください。

男 6，125人（＋10）

女 6，317人（．7）

計 12，442人（＋3）

世帯数 3，878世帯（＋5）

）内は前月比（

URL　http：／／www．town。konan。saitam∂，jp
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埼玉県大里郡江南町役場総務課
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